
■廃発炎筒処理システム（日本保安炎筒工業会）

• 日本カーリット株式会社及び国際化工株式会社は、使用済自動車処理段階からの廃発炎筒回収を各々自主的に実施。

• 日本保安炎筒工業会は、上記2社が行う廃発炎筒回収に関し、主として、関係事業者に対する安全のための周知・広報活動・回収
本数実績取りまとめを行っている（プログラム名称「廃発炎筒セーフティー・マネジメント・プログラム(Safety Management Program: SMaP)」）。

廃発炎筒処理システム概要

処分費用に関する構造的課題
本システムは、前年度の廃棄に係った処分費用を勘案し今年度の価格を設定する方法をとっているため、廃棄量と販売量がある程度一定であるこ
とが安定的運用の前提となっている。今後、発炎筒の販売状況に劇的な変化が生じた場合（※1）、廃発炎筒の適正な処理システム維持のため本シ
ステムを見直すこととしている。現在のところ、大きな変化は起きていないが、引き続き販売状況等を注視していく必要がある。
※1 販売量が大きく減少した場合等、処分費用を勘案した製品価格とすることに限界が生じ、適正な処分費用を確保できず、ひいてはシステムの維持が不可能になる。
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